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＜連絡事項＞

· 本日法人研修あり、昨日参加していないスタッフは出席すること。

· 9/29（月）、院内研修あり。出欠確認を行った上で出席する事。

· 山田（万）病欠のため、10/13～10/15のナイトケア兵藤に勤務変更。

＜外来利用者様情報＞

· 中居　松男様～最近は寒くなったのでコタツとストーブを出した。睡眠は8時間取る事ができ、

薬もちょうど良いのでこのままでお願いしたいとのこと。

· 富田　紀子様～おはぎを買って食べた、人形を作ったり得に変わりはない。家では土日に自炊して

いるとのこと。

· 平　康子　様～採血の予定であったが、本人より「約束を破って甘いもの食べ過ぎたので今度に

してください。」とのことで10/30に採血を実施予定。体重は66.8kgで前回より1kg減少している。

· 山田　健次様～「風邪ひかないようにやっています。9/15誕生日で73歳になった。転ばないよう

にします。」と話す。

＜通所利用者様情報＞
· 板橋　利美　様～検査結果では、血糖値に異常は無かったものの、中性脂肪の値が高く、肝臓の

状態についても脂肪肝の疑いがあるとのこと。本人の間食、コーラ摂取量について主治医から注意があり、間食については、デイケアにて本人がうみねこ幸房の販売パンを買うことから、その購入数について１個から２個に抑えること。また、コーラ摂取量については、１日の摂取量をダイエットコーラ（300ml）なら１日２本それ以外のコーラ（350ｍｌ）であったら１日１本までとするよう言われている。
⇒今後デイケア利用時にパンを購入した場合や外の自動販売機でジュースを

購入した際は青山荘で飲食してもらうように声がけすることとし、摂取量を把握できるようにしていく

· 細越　定生　様～本日外来受診しており、デイケアの利用に関して「つまらないプログラムには

参加したくない、昼食を食べたら帰りたい」と担当医に話している。担当医より法律でデイケアの利用時間が6時間と決められているため、せめて15時までは利用するようにという説明をしており、本人納得している。

· 高橋　百壽　様～「夜4時間しか眠れていない、くるしい」という訴えがあり早めに帰宅されてい

る。一日おきに睡眠不足の状態にあり、今後デイケア利用時は昼食後の休憩時間に睡眠時間を確保するなど検討していく。

· 高島　吉太郎様～今朝のバイタル測定時178/98mmHgと高値のため、喫煙を控えるように青風荘

より情報提供あり。通所利用時の血圧9:30～172/102mmHg、10:30～178/106 mmHg、

12:30～170/95mmHgで経過している。青風荘に情報提供後、喫煙を許可得ている。

· 山田　健次様～血圧高値のため今後毎日血圧測定を実施すること。

· 澤　昌利　様～「足をひねって捻挫した、悪化したら骨接ぎに行かないといけない」と連絡があり

欠席している。最近「早退したい」という訴えも多く聞かれているため、個別面談や家族とも連絡を取り合いながら支援していく。

＜事例検討＞

本田　英之様（30）　病名：統合失調症

検討事項：治療計画の見直し

現在の治療計画

· 来所時間やプログラム開始時間などデイケアでのルールをしっかりと守る事を目標とすることで規律を守る事を身に付ける。

· 就労準備プログラムやSST、運動プログラムへの参加を通じて就労に必要な能力を身につける。

本人の目標
· 今後の就労活動に向けて生活リズムを整える。

· 職場実習により就労生活を体験し経験を積む。

現状

· デイケアでの生活ではほぼルールを守る事ができ、就労に向けた生活改善の意欲が感じられる。

· プログラムはメモを取るなど真剣に取り組む姿勢が見られている。エアロビクスに参加するためにデイケアの利用日を調整しており、毎回参加できている。しかし最近は動きについていけないことが多い。

· 本人より「外泊時も他のメンバーから遊びの誘いがあり休まらない」など人間関係についての話が聞かれている。

· 現在はスタッフサイドと一致した目標設定ができており、目標に向けた生活を送ることができている。

今後の方向性

就労生活に向けた生活リズムの改善はできているもののまだ完全ではなく、就労生活に必要な能力についても更に身につける必要がある。通所での生活を通じて引き続き規律を守る事を身につけ、就労に必要な能力を身につけることができるよう支援していく。










